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看
護
基
礎
教
育
課
程
で
は
一
九
九
〇

年
度
か
ら
教
育
課
程
が
改
訂
さ
れ
、
看

護
歴
史
の
独
立
し
た
科
目
は
な
く
な
っ

た
が
、
看
護
の
概
念
や
技
術
を
学
ぶ
時

に
、
そ
の
起
源
、
創
始
者
、
変
遷
や
変

化
さ
せ
た
要
因
、
す
な
わ
ち
看
護
の
歴

史
を
知
ら
ず
し
て
、
今
を
知
る
こ
と
、

さ
ら
に
将
来
の
方
向
を
展
望
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
看
護
教
育
に
携
わ
る
者

が
自
分
の
担
当
す
る
分
野
に
関
す
る
歴

史
を
知
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
の
分
野

に
興
味
を
も
つ
こ
と
と
、
楽
し
ん
で
探

究
す
る
こ
と
が
肝
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
歴
史
研
究
」
と
な
る
と
、
単
に
歴

史
を
知
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
研
究

的
姿
勢
や
適
切
な
方
法
論
を
も
と
に
歴

史
を
探
究
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
折
角
探
究
し
た
こ
と
は
論
文
と
い

山
本
　
捷
子

う
形
で
他
者
に
伝
わ
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
辺
り
か
ら
「
歴

史
は
好
き
だ
が
、
研
究
は
チ
ョ
ッ
ト
ー
」

と
構
え
て
し
ま
い
意
気
込
み
が
薄
れ
が

ち
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
歴
史
探
究
は
「
興
味
」
と

「
熱
意
」
に
よ
っ
て
、
案
外
と
容
易
に

ス
タ
ー
ト
で
き
、
か
つ
発
展
さ
せ
得
る

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
私
は
体
験
的
に

知
っ
た
。

歴
史
研
究
は
潮
行
し
、
歴
史
記
述
は
下

行
す
る
（
エ
ド
ア
ル
ト
・
マ
イ
ヤ
ー
）

歴
史
研
究
の
第
一
歩
は
ま
ず
問
題
意

識
を
も
つ
こ
と
。
私
は
あ
る
人
に
「
な

ぜ
看
護
婦
は
キ
ャ
ッ
プ
を
被
る
の
か
」

と
尋
ね
ら
れ
て
か
ら
、
キ
ャ
ッ
プ
の
歴

史
へ
の
探
究
が
始
ま
っ
た
。
看
護
婦
の

キ
ャ
ッ
プ
の
ル
ー
ツ
は
ど
こ
か
、
形
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
日
本
に

は
い
つ
誰
が
移
入
し
た
の
か
を
調
べ
た

く
な
っ
た
。
そ
れ
は
日
赤
と
聖
路
加
の

違
い
か
ら
、
日
本
の
近
代
看
護
の
創
始

へ
と
遡
り
、
さ
ら
に
欧
米
の
看
護
の
歴

史
と
の
関
係
を
追
及
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
当
然
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
つ

い
て
、
ま
た
そ
れ
以
前
の
宗
教
的
看
護

の
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
波
及
に
つ
い

て
も
調
べ
る
必
要
が
出
て
き
た
。

問
題
意
識
の
後
は
適
切
な
研
究
方
法
－

研
究
計
画
と
史
料
収
集
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。
例
に
私
の
体
験
を
述
べ

て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
．

数
年
前
、
ロ
ン
ド
ン
に
行
く
機
会
が

あ
り
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
銅
像
（
ク

リ
ミ
ヤ
戦
争
記
念
碑
）
を
探
し
て
、
う

ろ
覚
え
の
　
「
ウ
ォ
ー
タ
ル
ー
」
を
頼
り

に
テ
ム
ズ
河
畔
・
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
・

ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
広
場
辺
り
を
数
時
間

も
右
往
左
往
す
る
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
お
蔭
で
ロ
ン
ド
ン
で
は
イ
ー

デ
ス
・
キ
ャ
ベ
ル
の
方
が
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
よ
り
有
名
で
あ
り
、
彼
女
の
石
像
を

教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
が
ー
。

十
分
な
下
調
べ
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た

こ
と
で
あ
る
。

セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
で
は
、
カ

タ
コ
ト
の
英
語
で
話
し
か
け
る
蛮
勇
が

効
を
奏
し
て
、
形
の
違
う
キ
ャ
ッ
プ
を

被
っ
て
い
る
ナ
ー
ス
達
の
写
真
を
撮
る

こ
と
が
で
き
た
。

ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
折
に
は
、
ボ
ス

ト
ン
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
病
院
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ベ
ル
ビ
ュ
ー
病
院
を
訪
ね
、

キ
ャ
ッ
プ
に
注
目
し
た
歴
史
的
写
真
や

レ
リ
ー
フ
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

焦
点
を
絞
っ
て
い
る
と
、
そ
れ
を
発
見

し
た
時
の
胸
躍
る
ほ
ど
の
感
激
、
喜
び

は
想
像
以
上
の
も
の
が
あ
る
。
外
国
で

も
看
護
歴
史
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
と
、

寸
暇
を
割
い
て
記
念
碑
や
博
物
館
（
考

古
館
）
を
訪
れ
た
り
、
現
地
の
人
に
様
々

な
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
㌢
る
。
〝
足

を
使
う
こ
と
″
　
と
　
〝
誠
実
さ
と
熱
意
″

が
不
可
欠
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
だ
史
料

が
不
十
分
で
論
文
に
は
で
き
な
い
が
、

〝
過
去
と
相
手
は
変
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
″
　
の
だ
か
ら
、
時
間
を
か
け
て
、

楽
し
み
な
が
ら
追
及
し
続
け
た
い
と
恩
っ
．

て
い
る
。
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0
分
科
会
だ
よ
り
0

東
京
地
区
看
護
史
研
究
会
で
は
、
昨

年
八
月
三
一
日
に
、
救
世
軍
清
瀬
病
院

に
お
い
て
「
救
世
軍
医
療
史
」
　
「
ホ
ス

ピ
ス
の
歴
史
」
　
に
つ
い
て
学
び
、
あ
わ

せ
て
ホ
ス
ピ
ス
見
学
を
し
ま
し
た
。

救
世
軍
は
一
八
七
八
年
、
イ
ギ
リ
ス

の
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ー

ス
に
よ
っ
て
軍
隊
組
織
の
伝
道
会
と
し

て
創
始
さ
れ
た
も
の
で
す
。
日
本
で
は

一
八
九
五
年
ラ
イ
ト
大
佐
〓
汀
1
4
名
に

よ
る
活
動
が
開
始
さ
れ
、
山
室
軍
平
を

は
じ
め
志
あ
る
人
々
の
参
加
を
得
て
、

伝
道
と
社
会
事
業
活
動
が
盛
ん
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
一
九

〇
〇
年
の
東
京
吉
原
遊
郭
に
お
け
る
激

し
い
婦
人
救
済
・
廃
娼
運
動
に
始
ま
り
、

下
町
一
帯
に
お
け
る
児
童
保
護
、
労
働

紹
介
、
宿
泊
所
、
医
療
活
動
、
災
害
慰

問
等
、
一
九
四
一
年
の
解
散
に
至
る
ま

で
と
、
戦
後
四
六
年
に
復
活
し
て
か
ら

の
現
在
も
、
民
間
の
社
会
福
祉
事
業
と

し
て
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

医
療
活
動
と
し
て
は
一
九
二
一
年
に

御
徒
町
病
院
を
開
設
し
、
結
核
患
者
保

護
指
導
、
診
療
班
の
訪
問
看
護
活
動
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
三
四
年
に
は
看
護

婦
養
成
、
三
六
年
に
は
産
婆
養
成
も
始

め
て
い
ま
す
。
三
筋
町
と
西
新
井
の
病

院
は
四
五
年
の
戟
災
で
消
失
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
一
九
一
六
年
に
開
設
さ

れ
た
杉
並
療
養
所
は
戦
後
は
ブ
ー
ス
記

念
病
院
に
、
三
四
年
に
清
瀬
に
開
設
さ

れ
た
清
心
療
養
園
は
清
瀬
病
院
に
発
展

し
て
い
ま
す
。
時
代
の
要
請
を
先
取
り

し
な
が
ら
、
七
八
年
に
は
老
人
病
棟
を
、

八
九
年
に
は
ホ
ス
ピ
ス
棟
を
発
足
さ
せ

て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
ホ
ス
ピ
ス
は
、
聖
隷
三
方

原
、
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
、
国
立
松

戸
病
院
等
、
ま
だ
数
箇
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
進
み
過
ぎ
た

医
学
に
対
し
、
真
の
人
間
医
療
を
追
及

日本看護歴史学会第5回大会

秘〉収支決算報告書適。

＜収入＞

大会参加費（4000×44名）　176，000

懇親会参加費（3000×27名）　81，000

大会総会費　　　　　　　　　50，000

繰り越し金　　　　　　　　137，803

昼食代（700×18名）　　　　12，600

457，403計合

＜支出＞

講師謝金・お車代（2名）　125，000

会場使用料　　　　　　　　　30，000

懇親会　　　　　　　　　　　60，000

参加者昼食代（18名）　　　12，600

幹事・世話人昼食代　　　　18，300

事務・通信・雑費　　　　　　5，200

251，100計合

＜差し引き残高＞

457，403－251，100＝206，303

（次年度大会費用へ繰り越し）

し
て
い
く
と
こ
ろ
、
ホ
ス
ピ
ス
は
医
療
・

看
護
に
お
け
る
重
要
な
課
題
に
な
る
も

の
と
確
信
し
た
次
第
で
す
。

わ
が
国
で
は
宗
教
団
体
に
よ
る
医
療
・

看
護
は
あ
ま
り
表
舞
台
に
は
出
て
き
ま

せ
ん
が
、
信
仰
に
も
と
づ
い
た
篤
い
心

と
浄
財
に
よ
る
医
療
活
動
が
地
道
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
際
に
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
上
に
、
人
間

を
大
切
に
し
た
「
こ
こ
ろ
の
医
療
」
を

具
現
化
し
て
い
る
ケ
ア
フ
ル
な
ホ
ス
ピ

ス
の
設
備
や
看
護
の
状
態
、
心
温
か
な

関
係
者
の
方
々
と
接
し
、
救
世
軍
の
歴

史
を
学
ぶ
と
共
に
、
充
実
し
た
感
激
の

時
を
持
つ
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Y
）

参
加
者
‥
小
山
千
加
代
・
榛
葉
益
枝

宇
佐
美
千
恵
子
・
山
本
捷
子

救世軍清瀬病院見学 3
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「日
本
看
護
歴

痩

」■ 暮 l

　r l「‾トト l 十 l ▼

一
、
論
文
原
稿
は
未
発
表
の
も
の
に
限

る
。

二
、
原
稿
用
紙
は
原
則
と
し
て
B
5
判

四
〇
〇
字
詰
縦
書
き
を
用
い
る
。

三
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
特
に
枚

華　甲

数
を
指
定
す
る
も
の
以
外
の
論
文

原
稿
は
、
原
稿
用
紙
五
〇
枚
以
内

と
す
る
。
図
版
・
写
真
な
ど
は
一

葉
を
原
稿
用
紙
一
枚
分
と
み
な
す
。

論
文
原
稿
に
は
必
ず
原
稿
用
紙
一

な
い
し
二
枚
の
要
約
を
添
付
す
る
。

原
稿
に
は
表
紙
を
付
し
、
表
題
、

英
文
表
題
、
著
者
名
、
所
属
機
関

名
、
連
絡
先
を
表
記
し
、
編
集
委

員
会
事
務
局
宛
に
送
付
す
る
。

三
三
三
二
三
三
二
三
二
書
き
重
言
蔓
－
－

事
務
局
だ
よ
り

き
蔓
≡
書
二
三
言
三
言
三
三
三
重
－
－

■
新
入
会
鼻
鯉
ば
鵬
W
川

林
加
之
子
仙
9
1
1
0
1
5

〒
6
1
5
京
都
市
右
京
区
鳴
滝
音
戸
山
町

四
－
五
三

稲
見
す
ま
子
仙
9
1
－
0
1

6

〒
2

3
2
横
浜
市
南
区
中
村
町
四
－
二
七
〇

横
浜
市
立
医
大
附
属
看
護
学
校

渡
辺
節
子
仙
9
1
－
0
1

7

〒
2

3
2
横
浜
市
南
区
中
村
町
四
－
二
七
〇

横
浜
市
立
医
大
附
属
看
護
学
校

■
住
所
変
更
一●

l

　

　

■

六
、
特
に
、
編
集
委
員
会
が
必
要
と
認

め
る
場
合
に
は
、
掲
載
料
を
徴
収

す
る
こ
と
が
あ
る
。

編
集
委
員
会
事
務
局

〒
1
6
0
東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
3
5

慶
鷹
義
塾
看
護
短
期
大
学
内

藤
村
　
龍
子

田
中
幸
子
N
a
8
7
－
0

6
2

〒
2
1
3
川
崎
市
高
津
区
溝
ノ
ロ
八
五
七

勝
栄
工
務
店
2
F

会費納入のお願い

1992年度より、4，000円に値上げになりました。

別途、郵便振込用紙を同封していますので納入して

ください。

振替口座：京都1－52185

日本看護歴史学会

●
次
の
方
の
住
所
を
御
存
知
の
方
は

事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

掲
載
原
稿
の
〆
切
日

毎
年
十
二
月
二
十
日

西
川
み
ど
り

梯
形
由
美
子

山
本
も
と
子

上
野
ミ
ユ
キ

小
山
田
信
子

高
橋
由
美
子

（
仙
8
7
－
m
）

（
仙
8
7
－
0
5
8
）

（
仙
8
7
－
1
1
9
）

（
仙
8
7
－
0
20
）

（
仙
88
－
0
0
7
）

（
恥
8
7
1
13
9
）

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
十
二
号

編
集
・
発
巨
富
仕
者

〒
1
5
0
東
京
都
渋
谷
区
広
尾
4
1
1
－
3

日
本
赤
十
字
看
護
大
学

山
本
捷
子

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

〒
6
1
5
京
都
市
右
京
区
西
院
月
双
町
Ⅲ

マ
ン
ハ
イ
ム
五
条
三
〇
九

亀
山
　
美
知
子

科学的な看護　　　薄井坦子講演集

実践とは何か　四六判蛾各208東各1・339rll

病床の心理学J・H・ケア完蒜蒜品芸
四六判　並製184真1，545円

詩集病者・花　　小川鼎三・中井準之助編●細川宏遺稿詩集　　B6判　上製　232頁1．545円′

湯様ます主催　薄井世子他訳

A5判　上製　3，502－4．017日

C．ウーダム・スミス著

武山i｛智子他訳

A5判　上製　上ド揃　5，7681り

薄井坦子・小玉香津子他訳A5判　288東1．75川】

ナイチンゲール

著作集（全3巻）

7ロレンカナイチン

ゲ」ルの生涯

看護覚え書●Eナイチンゲール着東京都新宿区早稲鴫巻町514　現代社　電話03（3203）5061振替東京5－68248ー4－


